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平
成
23
年
度 

村
政
運
営
の
基
本
方
針

東
海
村
の
画
期
を
成
す
年
に
…

第
５
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

東
海
村
長
　
村
上
達
也

～
東
海
村
に
と
っ
て
特
別
な
年
度
～

　

平
成
23
年
度
は
、
東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
次
と
い
う
本
村
に
と
っ
て
特
別
な
年
度
、

画
期
を
成
す
年
で
あ
り
ま
す
。
第
５
次
総
合
計
画
の
成

否
は
初
年
度
で
あ
る
今
年
に
懸
か
っ
て
い
る
と
認
識

し
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
同
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
は
、
本
県
初
の
大
規
模
な

住
民
参
画
と
い
わ
れ
た
前
回
の
第
４
次
総
合
計
画
か

ら
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
住
民･

職
員
参
画
方
式
で
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
村
民
等
、
民
間

の
方
は
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
筆
頭
に
１
３
９

人
、
役
場
職
員
は
１
２
０
人
に
上
り
、
催
さ
れ
た
会
議

は
１
１
０
回
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
で
は“
真
に
豊
か
な
社
会
の
実
現
と
10
年

後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
”に
向
け
て
と
、
実
に

高
い
理
想
を
追
求
す
る
精
神
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
熟
読
玩が

ん

み味
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

～
第
５
次
総
合
計
画
の
全
体
像
～

　

ま
ず
、
初
年
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
第
５
次
総
合
計

画
の
全
体
像
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を「
村
民
の
叡え

い

ち智

が
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」と
大
き
く
掲
げ
、
そ
れ
は
、「
今

と
未
来
を
生
き
る
全
て
の
命
あ
る
も
の
の
た
め
に
」と
高

ら
か
に
謳う

た

い
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
計
画
の
基
本
と
な
る
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。
基
本
目
標
１
は「
過
去
に
学
び
、
現
在
を
考

え
、
未
来
を
拓
く
こ
と
の
で
き
る
叡
智
の
伝
承･

創
造
を

目
指
し
ま
す
」、
基
本
目
標
２
は「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
、
多
様
な
選
択
が
可
能
な
社
会
を
村
民
の
叡
智
を
活

か
し
、
村
民
主
体
で
創
造
し
て
い
き
ま
す
」、
そ
し
て
基

本
目
標
３
は「
自
然
と
い
の
ち
の
調
和
と
循
環
を
重
視
し
、

多
様
な
叡
智
を
結
集
し
て
新
た
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ

う
な
点
を
踏
ま
え
た
か
に
つ
い
て
は
、「
第
５
次
総
合

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
認
識
」と
し

て（
１
）安
全･

安
心
の
確
保（
２
）真
に
主
体
性
の
あ
る

住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り（
３
）明
確
な
理
念
と
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
政
策
の
優
先
順
位
づ
け（
４
）全
て

の
人
が
自
立
で
き
る
社
会
の
確
立（
５
）多
様
な
生
き

方
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
行
政
理
念
と

仕
組
み
づ
く
り（
６
）原
子
力
と
地
域
社
会
の
関
係
の
再

構
築
︱
︱
の
６
つ
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
前
期
基
本
計
画
策
定
の
指
針
と
し
て
、
分

野
別
将
来
像
が
提
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
１
）協
働

で
つ
く
る
自
治
の
ま
ち（
行
政
運
営･

住
民
自
治
分
野
） 

　
「
平
成
23
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
」が
開
会
し
た
３
月
１
日
、
村
上
村
長
は
平
成
23
年
度
の

村
政
運
営
お
よ
び
予
算
に
関
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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（
２
）や
さ
し
さ
と
信
頼
で
つ
な
が
る
、
災
害
に
強
い
安

全･

安
心
の
ま
ち（
防
災･

防
犯
分
野
） （
３
）一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
、「
日
本
一
の
福
祉
」を
目
指
す
ま
ち（
福
祉

･

健
康
分
野
） （
４
）生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
ま
ち（
教
育
分
野
）（
５
）

「
食
」と「
み
ど
り
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」で
に
ぎ
わ
う
ま

ち（
経
済･

環
境
分
野
）（
６
）み
ど
り
と
ま
ち
の
共
生
を

礎
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち（
ま
ち

づ
く
り
基
盤
分
野
）（
７
）原
子
力
科
学･

原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
域
社
会
が
調
和
し
た
ま
ち（
原
子
力
と
ま
ち

づ
く
り
分
野
）︱
︱
の
７
分
野
で
あ
り
ま
す
。
以
上
が

第
５
次
総
合
計
画
の
全
体
像
で
あ
り
ま
す
。

～
第
５
次
総
合
計
画
初
年
次
の
重
点
施
策
～

　

第
５
次
総
合
計
画
は
、
第
４
次
総
合
計
画「
と
う
か

い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」の
10
年
間
の
実
績
の
上
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
の
村
政
運
営
も
第
４

次
総
合
計
画
で
進
め
て
き
た“
人
と
自
然
と
文
化
を
優

先
す
る
”理
念
や
、
福
祉･

教
育･

環
境･

農
業
を
４
本
柱

と
す
る
行
政
運
営
の
基
本
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
年
度

の
予
算
編
成
が
こ
れ
ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
っ
た
も
の
に

み
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
度

の
予
算
は
、
前
述
の
第
５
次
総
合
計
画
の
理
念
や
視
点

を
踏
ま
え
、
か
つ
同
計
画
全
体
の
脈
絡
の
中
に
し
っ
か

り
位
置
付
け
て
編
成
し
、
事
業
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
初
年
度
の
重
点
施
策

の
中
で
主
な
も
の
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

基本理念

村民の叡智が生きるまちづくり
～今と未来を生きる全ての命あるもののために～

基本目標
（基本理念に込められたメッセージ）

行政
運営・住民自治分野

原
子
力
と
ま
ち
づ

くり
分
野

ま
ち
づ
く
り
基
盤
分
野

経済・
環境
分野 教育分野

教育分野

福
祉
・
健
康
分
野

防
災・防

犯
分
野

111111

222222

333333

444444555555

666666

777777

協働でつくる

自治のまち

やさしさと信頼で

つながる，

災害に強い

安全・安心のまち

一人ひとりを

大切にし，

「日本一の福祉」を

目指すまち

生涯にわたって

学習することができ，

その成果を

生かせるまち

生涯にわたって

学習することができ，

その成果を

生かせるまち

「食」と「みどり」と

「コミュニティ」で

にぎわうまち

みどりとまちの

共生を礎として

調和のとれた

暮らしやすいまち

原子力科学・

原子力エネルギーと

地域社会が

調和したまち

基本的視点

東海村らしさを

活かした創造性

豊かなまちづく

りの視点

みどりあふれる

新しいふるさと

づくりの視点

安全・安心なく

らしを実現する

ための視点

住民主体の活き
活きとした地域
力創出の視点

・過去に学び，現在を考え，未来を拓くことので
きる叡智の伝承・創造を目指します

・一人ひとりが尊重され，多様な選択が可能な
社会を村民の叡智を活かし，村民主体で創造
していきます

・自然といのちの調和と循環を重視し，多様な
叡智を結集して新たな暮らしを創造する活力
あるまちを目指します

【概要図】
東海村第５次総合計画
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経
済･

環
境
分
野

　

平
成
22
年
度
は
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
地
区
自
治

会
制
度
の
ス
タ
ー
ト
や
自
治
会
連
合
会
の
事
務
局
設
置

等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
自
治
の
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
村
と
し
て
も
、
自
治

基
本
条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
連
合
会
へ

の
補
助
、
自
治
集
会
所
の
整
備
等
を
進
め
、
住
民
と
の

協
働
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区
を
抱
え
、
さ
ら
に
消
防
庁
主

導
に
よ
る
本
部
体
制
の
大
型
化･

広
域
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
現
下
の
消
防
行
政
に
お
い
て
、
本
村
が
単
独
消

防
を
維
持
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、

重
要
港
湾
を
共
有
し
、
従
来
か
ら
行
政
連
絡
協
議
会
等

で
関
係
を
持
つ
ひ
た
ち
な
か
市
と
の
広
域
化
が
現
実
的

で
あ
る
と
考
え
、
現
在
、
平
成
24
年
度
を
め
ど
に
、
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

福
祉･

健
康
分
野

～
子
育
て
世
代
の
支
援
～

　

こ
れ
ま
で
も
子
育
て
世
代
の
支
援
、
子
ど
も
の
命
と

　

引
き
続
き
、
小
中
学
校
の
校
舎･

運
動
場
整
備
、
図

書
館
増
築
、「（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」建
設
等
の

施
設
整
備
を
前
向
き
に
進
め
る
と
同
時
に
、
平
成
22
年

度
に
導
入
し
た
少
人
数
学
級
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、

そ
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
60
人
で
構
成
さ
れ
た「
と
う
か
い
環
境
村
民
会

議
」に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る「
第
２
次
東
海
村
環
境
基

本
計
画
」の
策
定
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
た
に
、
環
境
行
政
の
究
極
の
事
業
と
い
っ
て

よ
い
自
然
生
態
系
を
守
り
、
多
様
な
生
物
の
生
存
を
保

持
し
よ
う
と
い
う「
生
物
多
様
性
促
進
事
業
」に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
“
車
か
ら
人
へ
”を
基
本
に
、
村
の
道
路
政
策
を
総
合

的･

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の「
東
海
村
み
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」の
策
定
を
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
村

に
お
け
る
道
路
行
政
の
革
新
的
転
換
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
公
共
事
業
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

全
体
を
緑
地
保
全･

環
境
保
全
を
重
視
し
た
も
の
へ
と

方
向
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
分
野
は
、
東
海
村
の
将
来
を
決
定
付
け
る
分
野

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。現
在「
原
子
力
セ
ン
タ
ー

構
想（
仮
称
）」の
意
見
集
約
途
中
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
構
想
の
策
定
が
完
了
し
た
段
階
で
、
さ
ら
に「
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
て
、
国
や
県
、
関
係
機
構
等
の

各
方
面
に
働
き
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
を
保
障
す
る
政
策
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

た
に
、
子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
感
染
症
で
あ
る
小
児

肺
炎
球
菌
、
ヒ
ブ
、
水
痘
、
お
た
ふ
く
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
、
若
年
女
性
の
死
亡
率
を
低
減
さ
せ
る
子
宮
頸け

い

が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
定
期
外
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
他
自
治
体
に
先
ん
じ
、
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
性
Ｂ
型･

Ｃ

型
肝
炎
治
療
費
に
つ
い
て
も
助
成
を
始
め
ま
す
。

～
多
様
な
生
物
の
保
持
を
～

原
子
力
と
ま
ち
づ
く
り
分
野

～「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想

　
　
　
　
　
（
仮
称
）」策
定
～

～“
車
”中
心
か
ら

　
　
　
“
人
”中
心
の
み
ち
へ
～

ま
ち
づ
く
り
基
盤
分
野

防
災･

防
犯
分
野

～
消
防
行
政
の

　

ひ
た
ち
な
か
市
と
の
広
域
化
～

～
住
民
と
の
協
働
体
制
の

　
　
　
　
　
　

一
層
の
充
実
～

行
政
運
営･

住
民
自
治
分
野

教
育
分
野

～
施
設
整
備
と

　
　

少
人
数
学
級
化
の
推
進
を
～

平成23年度 村政運営の基本方針

■
関
連
す
る
政
策･

施
策
は
総
合
的
に
推
進

　

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た

基
本
的
視
点
に
大
き
く
か
か
わ
る
政
策･

施
策
で
、

関
連
す
る
も
の
が
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い

る
場
合
は
、「
重
要
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成
23
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
４･

４
％
増
の
１
８
１
億 

５
０
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
等
の
特
別

会
計
、
水
道･

病
院
事
業
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算
総
額

は
、対
前
年
度
比
３･

３
％
増
の
２
８
７
億
４
８
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
当
初
予
算
の
ほ
か
、
９
月
末
現
在
と
翌
年
３
月
末
現
在
で

の
予
算
の
執
行
状
況
や
、
前
年
度
の
決
算
状
況
等
、
今
後
と
も
分
か
り

や
す
い
財
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
８
３
）

　

一
般
会
計
は
、
村
税（
村
民
税

や
固
定
資
産
税
等
）を
主
な
財
源

と
し
て
、
老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、
保
健
衛
生
、
環
境

保
全
、
道
路
建
設
、
消
防･

防
災
、
教
育･

文
化
振
興
等

の
事
業
を
行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。

　

主
な
歳
入
を
見
て
み
る
と
、
村
税
は
、
土
地
や

償
却
資
産
の
減
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
等
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
２･

６
％
、
３
億
５
０
１
万
円
減
の

１
１
３
億
１
９
４
７
万
円
。
国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も

手
当
に
か
か
る
国
庫
負
担
金
や
新
設
さ
れ
た
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
増
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
14･

２
％
、
２
億
９
２
９
０
万
円
増
の
23
億
５
２
３
４
万

円
。
繰
入
金
は
、
照
沼
小
学
校
建
設
基
金
繰
入
金
の

増
の
ほ
か
、
東
海
中
学
校
の
用
地
購
入
の
財
源
と
し

て
公
立
学
校
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
の
増
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
94･

７
％
、
10
億
３
４
６
２
万
円
増
の

21
億
２
７
３
８
万
円
。
村
債
は
、
村
松
小
学
校
や
東
海

南
中
学
校
の
改
修
工
事
終
了
に
伴
い
、
対
前
年
度
比

47･

４
％
、
３
億
５
９
０
万
円
減
の
３
億
３
９
２
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
主
な
歳
出
を
見
て
み
る
と
、
民
生
費
は
、
子

ど
も
手
当
の
増
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
９･

６
％
、

３
億
９
７
２
７
万
円
増
の
45
億
３
４
９
６
万
円
。
衛
生
費

は
、
定
期
外
予
防
接
種
委
託
料
の
増
等
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
３･
４
％
、
６
９
７
０
万
円
増
の
21
億
１
１
４
９
万

円
。
土
木
費
は
、
旧
白
方
小
学
校
跡
地
の
貯
留
施
設

建
設
工
事
費
の
増
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３･

９
％
、

１
億
２
３
８
万
円
増
の
27
億
１
４
４
０
万
円
。教
育
費
は
、

照
沼
小
学
校
建
設
工
事
費
や
東
海
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

用
地
購
入
費
の
増
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
７･

６
％
、

３
億
１
３
７
万
円
増
の
42
億
９
２
３
３
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
村
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
等
８
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会

計
と
は
、
村
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特
定
の

一
般
会
計

特
別
会
計

287億 481万円総　　額

181億5000万円一般会計

78億2526万円特別会計

27億2955万円企業会計

予算の概要
平成23年度

会 計 名 Ｈ23年度予算額 Ｈ22年度予算額 増減率
一般会計 18,150,000 17,385,000 4.4％
特別会計 7,825,264 7,797,152 0.4％

 国民健康保険事業会計 2,732,390 2,754,932 △0.8％
 老人保健事業会計 Ｈ22年度で廃止 2,678 ー
 後期高齢者医療会計 263,529 253,032 4.1％

 介護保険事業会計
 保険事業勘定 2,174,316 1,937,206 12.2％
 介護サービス事業勘定 4,877 5,372 △9.2％

 東海駅西土地区画整理事業会計 87,023 79,329 9.7％
 東海駅東土地区画整理事業会計 80,415 73,990 8.7％
 東海駅西第二土地区画整理事業会計 189,387 255,186 △25.8％
 東海中央土地区画整理事業会計 819,220 763,807 7.3％
 公共下水道事業会計 1,474,107 1,671,620 △11.8％

企業会計 2,729,551 2,595,994 5.1％
 水道事業会計 1,131,994 1,062,300 6.6％
 病院事業会計 1,597,557 1,533,694 4.2％

合　　計 28,704,815 27,778,146 3.3％

【平成23年度予算総括表】 （単位：千円） 歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
会
計
の
歳

入･

歳
出
と
区
分
し
て
そ
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、

法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
会
計
で
す
。
全
特

別
会
計
の
総
額
は
78
億
２
５
２
６
万
円
で
、
対
前
年
度

比
０
・４
％
、
２
８
１
１
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
を
基

本
と
し
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
て
設
置
す
る
会
計
で
、
村
で

は
、
水
道
事
業
と
病
院
事
業
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
全
企

業
会
計
の
総
額
は
、
27
億
２
９
５
５
万
円
で
、
対
前
年
度

比
５・１
％
、１
億
３
３
５
６
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

企
業
会
計

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
か
か
る
災
害
対
策
関
係
の
予
算
は
、
補
正
予
算
で
対
応

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
予
算
の
組
み
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。
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【一般会計歳入科目別内訳の推移】 【一般会計歳出性質別内訳の推移】

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 （年度） Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 （年度）

人件費

物件費

補助費等

繰出金

その他

扶助費

公債費

自
主
財
源

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

０

4,000,000

その他※

県支出金

村債

（3,735,632）

（3,102,255）

（1,621,286）

（2,308,626）

（3,452,331）

（988,134）

（738,684）

（2,203,052）

（　）内はＨ23年度の金額 （単位：千円）

◆国庫支出金…村の特定事業に対して、国から交付さ
れるお金
◆繰入金…基金や特別会計からの受け入れ金
◆村債…国や金融機関等からの借入金（借金）
◆地方譲与税…一度、国税として徴収され、その後、
国から村に一定の基準で譲与されるお金
◆議会費…議会運営に使われるお金
◆総務費…管理事務､財政･財産管理､選挙等に使われる
お金
◆民生費…福祉、医療等に使われるお金
◆衛生費…保健衛生、環境衛生、ごみ処理等に使われ
るお金
◆土木費…道路、公園の整備等に使われるお金
◆消防費…火災予防や救急救助活動等に使われるお金

2,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

20,000,000

０

4,000,000

2,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

20,000,000

（691,772）

（686,263）

（339,200）

※その他には、自主財源と依存財源が含まれています。

（　）内はＨ23年度の金額 （単位：千円）

◆教育費…小中学校、幼稚園、社会教育等に使われるお金
◆公債費…村債（借金）の元金や利子の償還に使われる
お金
◆物件費…賃金･委託料･使用料･賃借料等、消費的なも
のに使われるお金
◆扶助費…子ども手当や医療福祉費等、住民福祉の増
進を図るために支出するお金
◆財政調整基金…予期しない収入減少や支出増加と
いった年度間の財源の不均衡を調整し、長期的視野に
立った計画的な財政運営を行うための基金
◆減債基金…村債の償還に必要な財源を確保し、将来
にわたる村財政の健全な運営を行うための基金
◆特定目的基金…公立学校施設整備基金や緑化基金
等、ある特定目的のため、資金の積み立てや運用をし
ている基金

用 語 解 説

地方譲与税、
交付金等

繰入金

（633,578）

（2,127,377）

国庫支出金
（2,352,338）

村税
（11,319,472）

Ｈ23

依
存
財
源

Ｈ23

普通建設事業費

議会費

農林水産業費

商工費

消防費

教育費

公債費

諸支出金等

土木費

270,304

409,175

143,914

2,714,395 605,035

4,292,333

738,685

155,032

15.0％

23.6％

1.5％

2.2％

0.8％

3.3％

4.1％

0.9％

分担金および負担金
160,796

0.9％

使用料および手数料
169,923

0.9％

村債
339,200

1.9％

地方譲与税
150,967

0.8％

その他
843,664

4.6％

（単位：千円）

県支出金
686,263

3.8％

繰入金
2,127,377

11.7％

歳入合計 18,150,000

総務費

民生費

衛生費

2,174,678

4,534,963

2,111,486
11.6％

25.0％

12.0％

一般会計
村税

村民税

固定資産税

村税その他

2,627,172
23.2％

7,717,008
68.2％

975,292
8.6％

11,319,472
62.4％

国庫支出金
2,352,338

13.0％

内 訳

歳出合計 18,150,000
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収　入
　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
額
を
２
８
７
０
分
の
１
※

に
縮
小
し
、
家
計
簿
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

ま
し
た
。
※
平
成
21
年
分
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査（
国
税

庁
）の
給
与
所
得
者
平
均
給
与（
４
０
６
万
円
）を「
給
料
」と

し
て
縮
小
。

　

１
年
間
の
収
入
の
う
ち
、
自
ら
の
稼
ぎ
で
あ
る「
給

料
」は
４
０
６
万
円
で
、
全
体
の
64
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

本
村
は
原
子
力
施
設
等
か
ら
の
固
定
資
産
税
収
入
が
あ

る
た
め
、
他
市
町
村
に
比
べ
こ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
貯
金
か
ら
の
引
き
出
し
」、「
前
年
か
ら

の
繰
り
越
し
」、「
雑
収
入
」と
い
っ
た
ほ
か
に
頼
ら
な
い

収
入
が
86
万
円
あ
り
、「
給
料
」と
合
わ
せ
て
収
入
全
体

の
78
％
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
主
財
源
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
項
目
の
前
年
度
比
較
で
見
る
と
、

固
定
資
産
税
の
減
に
よ
り「
給
料
」が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
村
松
小
学
校
や
東
海
南
中
学
校
の
改
修
工
事
が
終

了
し
た
た
め
、「
ロ
ー
ン
」が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

照
沼
小
学
校
の
建
設
や
東
海
中
学
校
の
用
地
購
入
の
た

め
に「
貯
金
か
ら
の
引
き
出
し
」が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
を
見
る
と
、「
食
費
」や「
医
療
費
」、「
ロ
ー
ン
返
済
」

等
、
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
が
２
３
３
万

円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
義
務
的
経
費
と
い
わ
れ
、
簡

単
に
削
減
で
き
な
い
経
費
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
自

宅
の
増
改
築･

修
繕
」は
、
照
沼
小
学
校
の
建
設
工
事
や
東

海
中
学
校
の
用
地
購
入
等
の
た
め
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
必
要
な
支
出
を
す
べ
て「
給
料
」で
賄
う
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、「
ロ
ー
ン
」を
組
ん
だ
り「
親
か
ら

の
仕
送
り
」を
得
な
が
ら
、
家
計
を
や
り
く
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
末
の「
貯
金
」と「
ロ
ー
ン
」

の
見
込
み
額
は
、「
貯
金
」が
４
５
７
万
円
、「
ロ
ー
ン
」

が
２
４
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
持
続
的
に
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
、
実
施
計
画
で
３
年
先
の
財
政
を
見
通
し
な

が
ら
積
極
的
に
貯
蓄
す
る
と
と
も
に
、
支
出
を
平
準
化

す
る
た
め
必
要
に
応
じ
て「
ロ
ー
ン
」を
組
み
な
が
ら
財

政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、「
日
用
品
購
入
」の

節
約
や
計
画
的
に「
増
改
築
」を
す
る
な
ど
、
無
理
の
な

い
着
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

支　出

Ｈ23予算 （割合） Ｈ22予算 （割合） 増減額
給料 ４０６万円（64％） 417万円（69％） －11万円
　（村税､分担金・負担金､使用料・手数料）
親からの仕送り １２８万円（20％） 116万円（19％） ＋12万円
　（地方譲与税､地方交付税､国･県支出金）
貯金からの引き出し 74万円（12％） 38万円（６％） ＋36万円
　（繰入金）
ローン 12万円（２％） 22万円（４％） －10万円
　（村債）
前年からの繰り越し ７万円（１％） ７万円（１％） 増減なし
　（繰越金）
雑収入 ５万円（１％） ６万円（１％） －１万円
　（諸収入、財産収入等）
合　計 632万円（100％） 606万円（100％） ＋26万円

Ｈ23予算 （割合） Ｈ22予算 （割合） 増減額
食費 130万円（21％） 131万円（22％） －１万円
　（人件費）
医療費、学費 77万円（12％） 64万円（10％） ＋13万円
　（扶助費）
ローン返済 26万円（４％） 29万円（５％） －３万円
　（公債費）
光熱水費、日用品の購入費 120万円（19％） 120万円（20％） 増減なし
　（物件費）
自宅の増改築･修繕 111万円（17％） 89万円（15％） ＋22万円
　（維持･修繕費、普通建設事業費）
自治会費、友人への支援 57万円（９％） 60万円（10％） －３万円
　（補助費等）
子どもへの仕送り 80万円（13％） 82万円（13％） －２万円
　（繰出金）
貯金 31万円（５％） 31万円（５％） 増減なし
　（積立金、投資および出資金、予備費等）
合　計 632万円（100％） 606万円（100％） ＋26万円

一
般
会
計
予
算
を
家
計
簿
に
例
え
て
み
る
と
…

平成23年度末
245万円

ローン
一般会計
ローン

ローン
財政調整･減債･特
定目的基金の合計

貯　金

平成23年度末
457万円
（見込み）

（見込み）



8 ●

■
主
な
使
い
道　

▼
議
員
報
酬
の
支
払
い
や
政
務
調

査
、
議
会
運
営
、「
議
会
だ
よ
り
」発
行
等
の
議
会
費

（
２
億
７
０
３
０
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
議
場
設
備
改
修
事
業

（
２
９
８
２
万
円
）…
音
響
や
映
像
の
精
度
を
高
め
る
た

め
、
機
器
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
聞
き
や
す
く
分
か
り
や

す
い
議
会
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
役
場
庁
舎
や
公
用
車
、
村
有
財
産

の
管
理
等
の
財
産
管
理
費（
１
億
４
１
６
１
万
円
）▼

原
子
力
専
門
員
の
雇
用
や
原
子
力
施
設
見
学
会
、
原

子
力
広
報
等
の
原
子
力
対
策
費（
８
３
０
５
万
円
）▼

自
治
集
会
所
建
設
費･

管
理
費
補
助
、
行
政
協
力
員
の

報
酬
支
払
い
や
自
治
会
へ
の
助
成
等
の
自
治
推
進
費

（
１
億
２
４
７
６
万
円
）▼
災
害
時
の
資
材･

食
糧
備
蓄
、

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
維
持･

運
営
等
の
防
災
対
策
費

（
２
０
０
７
万
円
）▼
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

等
の
交
通
安
全
対
策
費（
４
８
３
７
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼（
仮
称
）原
子
力
セ
ン

タ
ー
構
想
推
進
事
業（
６
６
３
万
円
）…
原
子
力
科
学･

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
社
会
が
調
和
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
本
村
を
原
子
力
開
発
か
ら
最
先
端
科

学
に
及
ぶ
幅
広
い
原
子
力
の
拠
点
と
し
て
、
世
界
へ
貢

献
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」に
す
る
た
め
の
構
想
を
推

進
し
ま
す
。
▼
女
性
生
活
相
談
事
業（
１
４
２
万
円
）…

こ
れ
ま
で
の
Ｄド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

Ｖ
相
談
に
加
え
、
新
た
に
被
害
者
支
援

策
と
し
て
日
用
生
活
用
品
の
支
給
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
女
性
が
抱
え
る
日
常
的
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
や
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
等
の
社
会
福
祉
総

務
費（
８
億
６
０
９
万
円
）▼
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
補
助
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
等

の
老
人
福
祉
費（
６
億
２
６
４
万
円
）▼
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
心
身
障
が
い
児（
者
）福
祉
手
当
支
給
等
の

障
害
福
祉
費（
３
億
６
７
９
９
万
円
）▼
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
絆
」や
な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理･

運

営
等
の
社
会
福
祉
施
設
費（
１
億
９
１
０
９
万
円
）▼
公

立
保
育
所
の
管
理･

運
営
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
民
間
保
育
園
へ
の
補
助
等
の
児
童
福
祉
施
設
費

（
８
億
５
５
５
４
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
知
的
障
が
い
者
チ
ャ
レ

ン
ジ
Ｕ
Ｐ
雇
用
事
業（
５
２
０
万
円
）…
役
場
庁
内
の
事

務
業
務
に
従
事
す
る
知
的
障
が
い
者
２
人
を
雇
用
し
、

知
的
障
が
い
者
の
雇
用
が
広
く
民
間
企
業
に
拡
大
し
て

い
く
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
ま
す
。
▼
幼
保
一
元
化
施
設

整
備
事
業（
30
万
円
）…
就
学
前
の
教
育
、
保
育
を
一
体

と
し
て
と
ら
え
、
一
貫
し
て
提
供
す
る
新
た
な
枠
組
み

を
構
築
す
る
た
め
、幼
保
一
元
化
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
妊
婦･

乳
幼
児
健
康
診
査
や
母
子

訪
問
、
東
海
病
院
や
水
道
事
業
へ
の
出
資
金
等
の
保
健

衛
生
総
務
費（
７
億
６
３
８
万
円
）▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
三
種
混

合
等
の
予
防
接
種
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
助
成
等
の
予
防
費（
１
億
８
９
５
４
万
円
）▼
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
浄
化
槽
設
置
の
補
助
等
の
環
境

衛
生
費（
１
億
８
６
７
８
万
円
）▼
大
気･

水
質
等
の
環

境
調
査
監
視
や
環
境
審
議
会
運
営
等
の
公
害
対
策
費

（
１
２
４
８
万
円
）▼
各
種
健
診
や
健
康
相
談
の
実
施
等

の
健
康
増
進
事
業
費（
１
億
７
４
４
万
円
）▼
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
管
理･

運
営
や
可
燃･

不
燃･

粗
大
ご
み･

資
源
物

収
集
等
の
ご
み
処
理
費（
６
億
２
９
５
１
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
定
期
外
予
防
接
種
事
業

（
９
３
０
４
万
円
）…
定
期
化
さ
れ
て
い
な
い
任
意
の
予

防
接
種（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン･

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

･

水
痘
ワ
ク
チ
ン･

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン･

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）に
つ
い
て
、
接
種
費
用
を
全
額

公
費
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
▼
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
事
業（
92
万
円
）…
村
内
一
体
と
な
っ
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。「
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、
優
秀
な
取
り
組
み
を
し
た
方

一
般
会
計
予
算

主
な
使
い
道･

取
り
組
み

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費
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に
は
表
彰
を
行
い
、
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
▼
生
物
多

様
性
促
進
事
業（
６
６
５
万
円
）…
生
物
多
様
性
に
恵

ま
れ
た
地
域
を
将
来
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に「
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
」の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、

村
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
モ
デ
ル
と
な
る
地
区
の
保
全

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
▼
肝
炎
治
療
費
助
成
事
業

（
２
４
０
万
円
）…
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療
を
受
け
る

方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
肝
炎
の
治
療

に
要
し
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
転
作
奨
励
補
助
や
米
飯
給
食
費
補

助
等
の
農
業
振
興
費（
１
億
１
４
７
０
万
円
）▼
新
規

就
農
者
育
成
補
助
や
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等

の
農
業
政
策
費（
７
０
７
７
万
円
）▼
農
道
と
水
路
の

整
備
や
維
持･

管
理
、
排
水
機
場
の
管
理
等
の
農
地
費

（
１
億
３
７
２
万
円
）

■
主
な
使
い
道　

▼
村
内
中
小
企
業
者
に
対
す
る
融
資

利
子
軽
減
や「
東
海
Ｉ
～
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」開
催
等
の
商

工
振
興
費（
９
１
５
７
万
円
）▼「
東
海
ま
つ
り
」や
観

光
協
会
へ
の
補
助
、
観
光
施
設
の
管
理
等
の
観
光
費

（
３
１
８
３
万
円
）

■
主
な
使
い
道　

▼
道
路
の
新
設
や
改
良
工
事
、
歩

道
整
備
等
の
道
路
新
設
改
良
費（
２
億
７
５
４
０
万

円
）▼
雨
水
排
水
路
の
整
備
や
維
持･

管
理
等
の
都
市

下
水
路
費（
３
億
３
９
６
６
万
円
）▼
阿
漕
ヶ
浦
公
園

等
の
都
市
計
画
公
園
の
整
備
や
維
持･

管
理
等
の
公
園

費（
１
億
６
１
２
７
万
円
）▼
緑
化
推
進
や
緑
地
保
全

等
の
緑
化
推
進
費（
５
６
５
４
万
円
）▼
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
や
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
等
の
土
地
区
画
整
理
費
、
公
共
下
水
道
費

（
14
億
５
２
０
６
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
東
海
村
み
ち
づ
く
り
基

本
計
画
策
定
事
業（
80
万
円
）…
村
の
道
路
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
生
活
道
路
に
関

す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
に
優
し
い
み
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
▼
駐
車

場
整
備
管
理
事
業（
１
１
４
８
万
円
）…
Ｊ
Ｒ
東
海
駅
周

辺
に
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
設
置
し
、
円
滑
な
道
路
交

通
の
確
保
と
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
▼
部
原
地
区
土
地
利
用
推
進
事
業（
３
５
０
０
万

円
）…
平
原
工
業
専
用
地
域
内
の
部
原
地
区
に
お
い
て
、

道
路
整
備
、
雨
水
対
策
、
緑
地
保
全
等
の
適
切
な
土
地

利
用
を
推
進
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道　

▼
消
防
職
員
の
人
件
費
、
消
防
庁
舎

の
管
理
、
消
防･

救
急
機
材
の
整
備･
管
理
、
救
急
救
命

士
の
養
成
等
の
常
備
消
防
費（
５
億
７
０
４
４
万
円
）

▼
消
防
団
の
運
営
等
の
非
常
備
消
防
費（
１
７
８
５
万

円
）▼
防
火
水
槽
や
消
火
栓
整
備
等
の
消
防
施
設
費

（
１
５
６
５
万
円
）

■
主
な
使
い
道　

▼
外
国
語
指
導
講
師（
Ｎ
Ｌ
Ｔ
）や

ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
校
図
書
館
指
導
員

の
設
置
等
の
教
育
指
導
費（
２
億
３
９
７
５
万
円
）▼

小
学
校
の
施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
小
学
校
費

（
14
億
３
６
１
４
万
円
）▼
中
学
校
の
施
設
整
備
や
運

営･

管
理
等
の
中
学
校
費（
７
億
６
７
８
０
万
円
）▼

幼
稚
園
の
施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
幼
稚
園
費

（
３
億
３
６
５
５
万
円
）▼
文
化
祭
の
開
催
や
文
化
協

会
へ
の
補
助
等
の
文
化
振
興
費（
３
２
１
７
万
円
）▼

図
書
館
の
管
理･

運
営
や
図
書
資
料
整
備
等
の
図
書

館
費（
２
億
２
８
２
６
万
円
）▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管

理･

運
営
や
体
育
協
会
へ
の
補
助
等
の
社
会
体
育
費

（
１
億
１
９
８
７
万
円
）

■
新
規
の
主
な
取
り
組
み　

▼
東
海
中
学
校
建
設
事
業

（
４
億
２
１
９
１
万
円
）…
老
朽
化
し
た
校
舎
や
狭き

ょ
う
あ
い隘

化

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
東

海
中
学
校
の
改
築
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
▼（
仮
称
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業（
２
４
１
５
万
円
）…
現

在
の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
で
あ
る
中
央
公
民
館
は
、

老
朽
化
や
設
備
面
で
の
不
具
合
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
習
の
機
会
、
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
社
会

教
育
の
複
合
施
設
と
し
て
新
た
な
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
▼
文
化
財
保
護
事
業
費
補
助
事
業（
２
０
０
万

円
）…
文
化
財
の
保
護
を
促
進
す
る
た
め
、
村
内
に
存

す
る
文
化
財
の
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
管
理
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

商

工

費

土

木

費

消

防

費

教

育

費

農
林
水
産
業
費



10 ●

災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
屋外放送が無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
屋外放送が無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　被災により発生した瓦･ブロック等の災害廃棄物は事前
に届け出ることで、無料搬入できます。
■搬 入 日	 ４月29日（金･祝）までの毎週水･金曜日
■時　　間	 午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）
■搬入場所	 東海村最終処分場
■搬入できる物	 瓦･ブロック･大谷石･れんが･ガラス･
陶器	※木材･土砂は不可、原則２トンまでとします。
■申し込み・問合せ	 清掃センター備え付けの届出書に
必要事項を記入の上、４月22日（金）まで（土･日曜日
を除く午前８時30分～午後５時）に、ごみゼロ推進課
（清掃センター内	☎282-7289）へ申し込みください。

災害廃棄物の持ち込みは事前に届け出を

■問 合 せ 原子力対策課原子力･防災担当（内線1518）

原子力マメ知識

飲食物の暫定規制値
　食品安全委員会（内閣府）により発表された、
食品衛生法に基づく飲食物の暫定規制値です。
※この数値は１年間摂取した場合を基準としています。
＜食品衛生法に基づく飲食物の暫定規制値＞

注）100Bq/kgを超えるものは乳児用調製粉乳および
直接飲用に供する乳に使用しないよう指導すること

対　　象 放射性ヨウ素
飲料水 300Bq/kg牛乳･乳製品
野菜類 2000Bq/kg

対　　象 放射性セシウム
飲料水 200Bq/kg牛乳･乳製品
野菜類

500Bq/kg穀類
肉･卵･魚･その他

　福島第一原子力発電所の事故による影響につい
ては、防災行政無線やホームページ等で随時報告
していますが、その中に出てくるさまざまな単位
等をご紹介します。

▼福島第一原子力発電所事故に伴う放射線の影響等
は村公式ホームページ、茨城県ホームページ（http://
www.pref.ibaraki.jp/）から確認できます。

空気中の放射線量について
■日常生活で受けている放射線量の目安（ミリ
シーベルト)
自然放射線　▼年間2.4▼東京･ニューヨーク
間航空機旅行（往復）0.19――など
人工放射線　▼年間限度1.0（医療を除く）▼胸
部Ｘ線検査（１回）0.05▼胃のＸ線集団検査0.6
▼ＣＴスキャン6.9――など

【単位の換算】
1μSv（マイクロシーベルト）
＝0.001mSv（ミリシーベルト）
＝1000nSv（ナノシーベルト）

放射線量に
関する単位

Gy
（グレイ）

放射線が物質に当たった
ときに吸収される放射線量

Sv
（シーベルト）

人体が放射線を受けた
ときの影響を表す単位

放射能に
関する単位

Bq
（ベクレル）放射能の強さを表す単位

放射線･放射能に関する単位

▼村内の放射線量の監視結果等は茨城県放射線監
視センター（http://www.houshasen-pref-ibaraki.
jp/present/result01.html）から確認できます。

平原工業
団地入口

押延
交差点

至消防署

常陸東海園
おおぞら保育園

東海村最終処分場（搬入場所）所在地

東海村
最終処分場

▲

＜駆上り動燃線＞

至国道
245号
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　阪神淡路大震災や新潟中越沖地震等、大規模
な地震の後には、地震災害に便乗した点検商法
やかたり商法といった悪質商法が横行します。
　過去の震災の手口を知り、今後に備えること
が重要です。
【震災後にみられた被害の例】
▼「当社と家屋の修理契約をすれば、行政から
補助金が出ます」と契約を迫る。
▼震災後の住宅を訪問し、雨よけのブルーシー
トを掛けた後、屋根工事を勧誘し、断ると高
いブルーシート代を請求される。
▼公的機関と思わせる名称を使い「耐震診断を
します」といったチラシを投げ込み、高額な
契約を迫る。
▼電力会社を名乗り「地震後の点検」と言って訪
問し、修理代として高額な料金を請求する。
▼「ボランティアで損傷した屋根にブルーシート
を掛けています」と訪問し、「危険な箇所があ
る、すぐ修理したほうがいい」と不安をあおり
高額な契約を迫る。

【被害に遭いそうになった、遭ってしまったとき】
　東海村消費生活センター（☎287-0858）また
は警察（全国共通ダイヤル☎♯9110）にご相談
ください。※過去の被害例は国民生活センター
ホームページ（http://www.kokusen.go.jp/）で
ご覧になれます。

震災後の悪質な商法にご注意！

ボランティア市民活動センター「えがお」の問い合わせ先が変更になりました
■問 合 せ	 ボランティア市民活動センター「えがお」（総合福祉センター「絆」内 ☎283-4538 FAX283-4552）

　特定非常災害特別措置法に基づき、３月11
日以降に満了となる許認可等の有効期間や法令
に基づく届出等の一定期間の猶予が認められます。
【満了日が延長される許認可等の主なもの】
▼運転免許証（仮免許・免許証の有効期間等）　
▼薬局の開設･医薬品販売業の許可 ▼飲食店の
営業許可 ▼無線局の免許
■存続期間（有効期間）	 ８月31日（水）まで
【届出等の義務が猶予されるもの】
▼法令に基づく届出等（被災により履行できな
かったと認められるもの）
■猶予期間	 ６月30日（木）まで
【問合せ】
　延長･猶予の対象や手続きなどの詳細につい
ては、更新手続きを行う窓口、届出を行う窓口
に直接お問い合わせください。

運転免許等の有効期間を延長

　デマンドタクシー「あいのりくん」の運行を近
日中に再開します。再開日は防災行政無線によ
り、あらためてお知らせします。
■情報センターが移転	 被災により、利用予約
を受け付ける情報センターが東海村研究交流
プラザ（白方162-1）内に移転しました。
　※利用予約の電話･ファクシミリ（☎306-
2828 FAX287-1919）に変更はありません。
■問 合 せ	 政策推進課企画調整担当（内線
1335）、ボランティア市民活動センター「え
がお」（☎283-4538）

デマンドタクシーを近日中に運行再開

　「り災証明書」の発行を受け付ける窓口を開設
しています。※「り災証明書」は、家屋等に被
害があったことを証明するものです。税の減免
や支援金を受けるための申請ではありません。
■受付時間	 午前８時30分～午後５時15分
（土･日曜日、祝日を除く）※窓口は当分の間
開設します。
■場　　所	 101会議室（役場議会棟１階）
■申請できる人	 家屋等に被害を受けた本人ま
たは同一世帯の方 ※それ以外の方は委任状
が必要となります。
■必要書類	 写真（被害箇所と全体像を撮影し
たもの）と印鑑を持参してください。
■問 合 せ	 総務課総務法制担当（内線1313）

「り災証明書」発行の受け付け

被災者生活再建支援制度
　国では、被災者生活再建支援制度に基づき住
宅が全壊･大規模半壊した世帯に対して、支援
金を支給します。
■問 合 せ	 社会福祉課福祉総務担当（内線1181）

「り 災 証 明 書」と は
　｢り災証明書」とは、災害により、どの程度の
被害を受けたかについて公に証明する書類で
す。次のような制度を利用する際に、各実施機
関から｢り災証明書｣の添付を求められる場合が
あります。
▼公的機関が実施する税の減免、支援金等の制度
▼民間の機関が実施する損害保険や各種貸付金、
融資（住宅融資･商工融資等）の制度
■問 合 せ	 り災の程度により、各制度を利用
できない場合もあります。詳細については各
実施機関（保険会社･税務署･役場の各担当課）
に直接お問い合わせください。
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● 受診当日の流れ

　※頭部ＭＲＩ･ＭＲＡ検査、胸部ＣＴ検査等の追加検査（オプション検査）を申し込みの方には、当日
　の予定に組み入れます。

● はじめに

　食事の欧米化、生活環境の変化に伴う、三大生活習慣病や
消化器疾患等の疾病が増加の一途をたどっています。村立東
海病院では、病気の予防･早期発見･治療ができるよう、従来
の人間ドックに加え、頭部ＭＲＩ･ＭＲＡ検査、胸部ＣＴ検査
等の追加検査（オプション検査）を用意しています。全日予約
制にて対応していますので、お気軽にお問い合わせください。

こんにちは！
村立東海病院です

健康な体が基本です ～人間ドックで体をチェック！～

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

　健康ほど大切なものはないかもしれません。忙しいことを理由に、半日ほどで済む健康診断を受け
ない方が見受けられますが、自分の健康管理をするためにも、年１回の健康診断や人間ドックを受け
るよう心掛けましょう。病気を早期発見し、その治療と併せて食生活の改善や運動を始めれば重篤な
疾患を予防することができます。特に人間ドックは詳しい検査を多くの項目にわたって行いますので、
通常の健康診断で異常がない人でも、人間ドックでは異常を見つけられる場合があります。今まで人
間ドックを受けたことがない方は、ぜひ一度受けてみてはいかがですか。

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 肺 胃 肝臓 結腸 膵
す い ぞ う

臓

女性 肺 胃 結腸 膵臓 乳房

全体 肺 胃 肝臓 結腸 膵臓

がんでの死亡数が多い体の部位（2009年）

● 検査内容

　人間ドックは、腹部超音波検査等を標準検査とするなど、通常の健康診断の項目にさまざまな検査
を追加し、生活習慣病やがんなどの早期発見を目的としています。追加検査（オプション検査）として、
頭部ＭＲＩ･ＭＲＡ検査、胸部ＣＴ検査、前立腺検査等を選ぶことができます。

● 受診費用

　40,000円／人　※村の国民健康保険･後期高齢者医療保険に加入している方には受診費用の補助制度が
あり、受診前に保健年金課（役場行政棟１階 内線1133･1134）で手続きすると、28,000円／人の補助が受けら
れます。また、４月から茨城県市町村職員共済組合員および被扶養者も受診できるようになりました。

→ → → → →

受	
付･

更	

衣

問	

診

身
体
測
定･

採
血
等

生
理
機
能
検
査

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

胃
の
透
視
検
査

午
前
中
に
は
終
了

● その他

　▼心臓病や糖尿病等の慢性疾患を有する方は、人間ドックを受け、日ごろからの体調管理に心掛け
てください。▼人間ドックを受診した方には、検査結果が一目で分かる村立東海病院オリジナルの５
年健診手帳をお渡しします。▼健康診断については、企業健診や特定健診等を行っていますが、４月
から全国健康保険協会による生活習慣病予防健診も行っています。

● 申し込み

　月曜日から金曜日までは午前８時30分～午後５時、土曜日は午前８時30分～午後０時30分に、村立
東海病院（人間ドック専用 ☎282-2614）へ申し込みください。※祝日を除きます。

→
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

障
害
年
金
の

加
算
範
囲
が
拡
大

■「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」が
施
行
に

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当

時
、
そ
の
方（
受
給
権
者
）が
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶

者
や
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
障
害
年
金
に
加
算
が
行
わ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
し
た（
障
害
等
級
１
級･

２
級
の
方
が
対

象
）。
４
月
か
ら
は
、
そ
の
加
算
範
囲
が
広
が
り
、
障
害

年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者･

子
ど
も
が
い
る
場
合
も
、
届
け
出

に
よ
り
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
は
…

　

受
給
権
発
生
時
に
、
す
で
に
生
計
を
維
持
す
る
配
偶

者･

子
ど
も
を
有
し
て
い
た
場
合
の
み
、
受
給
権
発
生

時
の
分
か
ら
加
算
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
４
月
か
ら
は･･･

　

受
給
権
発
生
時
に
生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者･

子
ど
も

が
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
後
、
配
偶
者･

子
ど
も

を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
に
は
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
４
月
１
日
以
前
で
、
受
給
権
発
生
時
以
降
に
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者･

子
ど
も
が
い
る
場
合

→
４
月
か
ら
障
害
年
金
の
加
算
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
４
月
１
日
以
降
で
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持

す
る
配
偶
者･

子
ど
も
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

→
そ
の
事
実
が
発
生
し
た
時
点
か
ら
加
算
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

年
金
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５

‐
１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」の
施
行
に
よ
り

■
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
た
め
、

　

児
童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
へ

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
が
障
害
基
礎
年
金
の「
子
の
加

算
」対
象
に
該
当
し
て
い
る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
月
か
ら
は「
障
害

年
金
加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
、
障
害
基
礎
年
金

の「
子
の
加
算
」の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童
で
も
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
、
障
害
基
礎
年
金
の

加
算
額
よ
り
も
多
い
場
合
は
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
人
の

児
童
が
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の「
子

の
加
算
」の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
具
体
的
な
例

①
児
童
扶
養
手
当
の
１
人
目
の
支
給
額
が
月
額

１
万
８
９
２
０
円
以
上
の
場
合

→
１
人
目
の
み
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
２
人
目
以
降
は
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加

算
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】

１
人
目
の
児
童
▼
児
童
扶
養
手
当（
１
人
目
）

１
万
８
９
２
０
円
～
４
万
１
５
５
０
円

２
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
１
人
目
）１
万
８
９
１
６
円

３
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
２
人
目
）１
万
８
９
１
６
円

４
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
３
人
目
）６
３
０
０
円

②
児
童
扶
養
手
当
の
１
人
目
の
支
給
額
が
月
額

１
万
８
９
１
０
円
以
下
の
場
合

→
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」が
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
額
を
下
回
る
３
人
目
の
子
に
つ
い
て
、

児
童
扶
養
手
当
の
１
人
目
の
金
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
児
童
に
は
、
障
害
基
礎
年

金
の「
子
の
加
算
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】

１
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
１
人
目
）１
万
８
９
１
６
円

２
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
２
人
目
）１
万
８
９
１
６
円

３
人
目
の
児
童
▼
児
童
扶
養
手
当（
１
人
目
）

９
８
１
０
円
～
１
万
８
９
１
０
円

４
人
目
の
児
童
▼
障
害
基
礎
年
金「
子
の
加
算
」

（
３
人
目
）６
３
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内

線
１
１
８
５
） 

※
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
年

金
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
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コンビニエンスストア･郵便局でも
村税等を納付できます

　４月から、コンビニエンスストアと郵便局･ゆうちょ銀行
（関東各都県と山梨県に限る）から、納期限内に限り、村税等
を納付できるようになりました。

固定資産税･都市計画税	※コンビニでは全期前納は除きます。
軽自動車税
村県民税（普通徴収分）※コンビニでは全期前納は除きます。
国民健康保険税（普通徴収分）
介護保険料（普通徴収分）
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

▼領収証書とともにレシートを必ずお受け取りください。
▼バーコードの付いた納付書をご利用ください。
▼コンビニエンスストアから納付できない以下の納付書は金融機関等で納付してください。
▽納期限が過ぎたもの　▽納付書１枚当たりの金額が30万円を超えるもの　▽全期前納用の納
付書　▽金額が訂正されたもの　▽平成23年３月31日以前に送付されたもの　▽破損・汚損
等、何らかの理由でバーコードが読み取れないもの

エーエム･ピーエム／エブリワン／くらしハウス／ココスト
ア／コミュニティ・ストア／サークルK／サンクス／スパー
北海道／スリーエイト／スリーエフ／生活彩家／セイコー
マート／セーブオン／セブン‐イレブン／タイエー／デイ
リーヤマザキ／ハセガワストア／ファミリーマート／ポプラ
／ミニストップ／ヤマザキスペシャルパートナーショップ／
ヤマザキデイリーストアー／ローソン／MMK設置店

　コンビニエンスストアでも納付できるようにするた
め、納付書の様式が変わります。これまで１冊にとじら
れていた納付書が、期別ごとに１枚ずつ分かれた、単票
になります。納付時には、納付書に記載されている「期別」
と納期限をよく確認してください。
　なお、全期前納（一括納付）用納付書と期別納付書が同
封されます。同時に使用しないよう注意してください。

常陽銀行本店･各支店／筑波銀行･水戸信
用金庫･茨城県信用組合･中央労働金庫
（東海村･水戸市・ひたちなか市･那珂市･
日立市･常陸太田市にある本店･各支店）
／ひたちなか農業協同組合東海支店／郵
便局・ゆうちょ銀行（関東各都県と山梨
県、納期限内に限る）／東海村役場

納付できる税目

納付できるコンビニエンスストア

コンビニエンスストアからの納付時の注意事項

税務課収納管理室　（☎282-1711	内線1115･1116）問い合わせ

コンビニエンスストアからの
納税は…
①休日･夜間でも納付可能
②全国から納付可能
③手数料無料

４月から

納付書が変わります！

納付できる金融機関等
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屋外放送が無料で聞けるテレホンサービス（☎0120-42-4848）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

10日（日）村立東海病院 282-2188
17日（日）尾形クリニック 283-2301
24日（日）村立東海病院 282-2188
29日（金）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

平成 23 年３月１日現在（前月比）
世帯数 14,154 世帯 （＋５）
総人口 37,502 人　 （＋ 12）

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●４月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

暮
ら
し

●４月の納付●

納期限 ５月２日（月）
納付
種別 介護保険料（第１期分）

「
茨
城
県
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
入
れ
に

関
す
る
実
施
基
準
」を
本
格
運
用
し
ま
す

　

県
は
、
救
急
搬
送
に
お
い
て
、
搬
送
先

医
療
機
関
が
速
や
か
に
決
ま
ら
な
い
事
案

が
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
22
年
11
月
に「
茨

城
県
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
入
れ
に
関
す

る
実
施
基
準
」を
策
定
し
ま
し
た
。
村
で

は
、
こ
の
基
準
に
基
づ
く
救
急
搬
送
の
試

行
期
間
を
経
て
、
４
月
か
ら
本
格
運
用
を

始
め
ま
し
た
。
※
詳
し
く
は
、
茨
城
県
消

防
防
災
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

pref.ibaraki.jp/bukyoku/seikan/
shobo/shobo.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
救
急
救
助
担
当（
☎
282
局

２
０
３
８
）

「
東
海
村
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催

　

村
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
や
住

民
の
環
境
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、「
東

海
村
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
」を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
夏
は
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
控
え
、
自
然
の
涼
し
さ
を

実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
①
村
か
ら
５
月
末
ご
ろ
ゴ
ー
ヤ
の

苗（
無
料
）を
受
け
取
り
、
自
宅
の
壁
や

窓
の
外
に
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
の
植

物
を
は
わ
せ
て“
緑
の
カ
ー
テ
ン
”を
作

り
ま
す
。
②
完
成
し
た“
緑
の
カ
ー
テ

ン
”を
撮
影
し
、
９
月
30
日（
金
）ま
で

に
写
真
を
提
出
し
ま
す
。
③
提
出
さ
れ

た
写
真
を
審
査
し
、
優
秀
な
取
り
組
み

を
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。

・

４
月
28
日（
木
）ま
で
に
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、「
緑
の
カ
ー

テ
ン
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
」と
住
所

･

氏
名･

年
齢･

性
別･

電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
室

（
内
線
１
４
５
３ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
※
環
境
政
策
課（
役
場

行
政
棟
４
階
）で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
任
意
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
「
と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
」は
、
平
成

24
年
度
か
ら
の「
第
２
次
東
海
村
環
境
基

本
計
画
」の
素
案
策
定
お
よ
び
推
進
の
た

め
、
平
成
22
年
12
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
自
然
共
生･
低
炭
素
社
会･

循

募 集

「
と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
」

委
員
募
集

環
型
社
会･

生
活
環
境
の
４
つ
の
部
会
で
、

議
論
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

「
と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
」の
委
員
と
し

て
村
の“
環
境
”を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
①
村
内
在
住･

在
勤
②
土
曜
日
の

午
後
の
会
議（
原
則
月
１
回
、
３
時
間

程
度
）に
出
席
で
き
る
③
環
境
に
興
味

が
あ
る
④
環
境
保
全
等
の
事
業
に
参
加

で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

・

４
月
28
日（
木
）ま
で
に
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、「
と
う
か
い

環
境
村
民
会
議
応
募
」と
住
所（
村
内
在

勤
の
方
は
自
宅
と
勤
務
先
）･

氏
名･

年
齢･

職
業･

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
環
境
政

策
課
環
境
計
画
推
進
室（
内
線
１
４
５
３ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.

tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
環
境
政
策
課（
役
場
行
政
棟
４
階
）で
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
任
意
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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健
康･

医
療

募 集

「
と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
」委
員
募
集

　

村
で
は
、「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

（
平
成
24
年
２
月
開
催
予
定
）の
企
画･

運

営
等
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
環
境
保
全
活
動
に
関

心
の
あ
る
方

そ
の
他
▼
月
１
回
、
役
場
で
午
後
７
時
か
ら

２
時
間
程
度
の
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

・

５
月
10
日（
火
）ま
で
に
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、「
と

う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

応
募
」と
住
所･

氏
名･

電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進

室（
内
線
１
４
５
３ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.tokai.ibaraki.jp

）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
環
境
政
策

課（
役
場
行
政
棟
４
階
）で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
任
意
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

　

動
物
を
飼
う
と
き
は
責
任
を
持
っ
て
、

周
り
に
迷
惑
を
掛
け
た
り
危
害
を
及
ぼ
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
▼
▽
ふ
ん
は
必
ず

持
ち
帰
る
。
▽
放
し
飼
い
に
し
な
い
。

▽
散
歩
時
は
必
ず
引
き
綱
を
付
け
る
。

▽
無
駄
ぼ
え
を
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け

る
。
▽
飼
う
場
所
は
清
潔
に
す
る
。

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
９
６
‐
７
２
‐
１
２
０
０
）、

環
境
政
策
課
環
境
保
全
担
当（
内
線

１
４
５
１
）

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
開
催

　

３
か
月
間
の
教
室
で
、
体
を
動
か
す
楽

し
さ
と
効
果
を
実
感
し
ま
せ
ん
か
。

【
①
40
～
64
歳
の
ス
リ
ム
ア
ッ
プ
筋
ト
レ

教
室
】

期
日
▼
５
月
17
日（
火
）か
ら
８
月
９
日

（
火
）ま
で
の
毎
週
火･

金
曜
日（
全
25
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
運
動
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方（
15

人
程
度
）

内
容
▼
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
内
臓
脂
肪
の
減

少
と
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

【
②
65
歳
か
ら
始
め
る
や
さ
し
い
筋
ト
レ

教
室
】

期
日
▼
５
月
17
日（
火
）か
ら
８
月
９
日

（
火
）ま
で
の
毎
週
火･

金
曜
日（
全
25
回
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
足
腰

を
強
化
し
た
い
方
、
最
近
つ
ま
づ
き
や

す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方（
15
人

程
度
）

内
容
▼
柔
軟
体
操
、
簡
単
な
筋
力
体
操
、

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
肺
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
を

目
的
に
、胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
▼
５
月
19
日（
木
）
～
21
日（
土
）

時
間
▼
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
方

定
員
▼
１
０
０
人
／
日

費
用
▼
３
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

そ
の
他
▼
前
回
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
の
結
果

が「
次
年
度
再
検
」の
方
は
、
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・

４
月
25
日（
月
）（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
住

音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
、
有
酸
素
運
動
等

【
①･

②
共
通
事
項
】

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

参
加
費
▼
７
５
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
健
康
運
動
指
導
士
等（
２
人
）

が
指
導
し
ま
す
。
▽
４
月
26
日（
火
）の

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
に
事
前
説

明
会
を
実
施
し
ま
す（
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
効
果
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス
ト

レ
ッ
チ
の
実
技
、
保
健
師
と
の
体
調
確

認
等
）。
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す（
初
心
者
優
先
）。

・

４
月
19
日（
火
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

所･

氏
名･

電
話
番
号･

生
年
月
日･

受

診
希
望
日
時（
第
２
希
望
ま
で
）を
記

入
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 

☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
後
日
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

子
育
て

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園
の
園
児
と
一
緒
に
、

砂
遊
び
や
芝
す
べ
り
な
ど
、
戸
外
活
動
を
中

心
と
し
た
遊
び
の
中
で
体
を
鍛
え
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
５
月
か
ら
平
成
24
年
２
月
ま
で
の

水
曜
日　

※
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園

対
象
等
▼
第
１
～
３
水
曜
日
…
２
歳
児

（
平
成
20
年
４
月
～
平
成
21
年
３
月
生

ま
れ
）･

３
歳
児（
平
成
19
年
４
月
～
平

成
20
年
３
月
生
ま
れ
）と
そ
の
保
護
者

（
15
組
）　

第
４
水
曜
日
…
０
歳
児（
平

成
22
年
４
月
～
９
月
生
ま
れ
）と
そ
の

保
護
者（
８
組
）

会
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
毎
週
金
曜
日
の
午
前
９
時
15
分

～
10
時
30
分
に
、
就
学
前
の
子
を
対
象

と
し
た「
リ
ズ
ム
遊
び
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
の
有
無
を
確
認
の
上
、
ご
参

募 集

「
ポ
ラ
ン
サ
ー
ク
ル
」会
員
募
集
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

加
く
だ
さ
い（
事
前
申
し
込
み
不
要
）。

　

※
５
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

・

２･

３
歳
児
は
４
月
19
日（
火
）、

０
歳
児
は
４
月
21
日（
木
）の
そ
れ
ぞ
れ

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
に
、
電

話
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園（
☎
282

局
３
１
５
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
原
子
力
機
構
長
堀
１
区
自
治
会
」と「
原

子
力
機
構
長
堀
２
区
自
治
会
」が
統
合
し
、

４
月
１
日
か
ら“
原
子
力
機
構
長
堀
区
自
治

会
”と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
23

年
度
か
ら
は
30
の
単
位
自
治
会
に
な
り
ま
し

た
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
３
４
１
）

自
治
会
統
合
に
よ
り
、
４
月
１
日
に

原
子
力
機
構
長
堀
区
自
治
会
が
発
足

刃
物
研
ぎ
作
業
日
の
ご
案
内

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
包
丁･

は

さ
み･

か
ま
な
ど
の
刃
物
研
ぎ
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

作
業
日
▼
４
月
15
日（
金
）･

25
日（
月
）、

５
月
６
日（
金
）･

16
日（
月
）･

25
日

（
水
）、
６
月
６
日（
月
）･

15
日（
水
）･

27

日（
月
）

場
所
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

費
用
▼
３
０
０
円
か
ら
／
丁

・

作
業
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
に
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
※
引
き
渡
し
の
時
間
は
、
当

日
の
午
後
１
時
以
降
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
種
類
に
よ
り
お
預
か
り
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
村
政
や
地
域
で
活
躍
で
き
る

女
性
を
育
成
す
る
た
め
、
村
政
等
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
う「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
研
修
生

か
ら
は“
東
海
村
が
住
み
や
す
い
理
由
を
実

感
し
た
”“
普
段
か
か
わ
り
の
な
い
村
内
の
施

設
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
”“
無
料
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
安
心
し
て
参
加
で

き
た
”な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
▼
５
月
～
平
成
24
年
３
月（
８
月
を

除
く
全
10
回
）

日
時
▼
原
則
第
３
火
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分 
※
第
１
回
は
５
月
10

日（
火
）に
村
長
と
の
懇
談
等
を
予
定
し

募 集

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
」第
12
期
生
募
集

「
東
海
村
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権

大
会
」を
開
催

日
時
▼
５
月
15
日（
日
）･

22
日（
日
）　

午

前
９
時
試
合
開
始

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方（
ペ
ア
の
１

人
以
上
）

種
目
▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･
Ⅱ
部
）、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･

Ⅱ
部
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
組

４
月
23
日（
土
）の
午
後
５
時
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス（
☎
282
局
８
５
７
１
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

岸
本
克
己
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連

盟
事
務
局 

☎
０
９
０
‐
７
４
２
１
‐

４
６
７
９
）

　

村
で
は
、
花
を
通
じ
て
人
々
の
気
持
ち

を
豊
か
に
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」へ
の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。参
加
団
体
に
は
、

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
花

の
苗
と
球
根
を
配
布
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
道
路
沿
い
や
公
園
等
に
花
を
植
栽

す
る
場
所
を
有
し
、
そ
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
５
人
以
上
で
構
成
す
る

村
内
の
団
体

配
布
期
日
▼
春（
花
苗
）…
６
月
11
日（
土
）

秋（
球
根
）…
11
月
12
日（
土
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
配
布
数
量
は
、申
請
団
体
数
、

植
栽
面
積
等
を
考
慮
し
、
社
会
教
育
課

で
決
定
し
ま
す
。
▽
事
業
完
了
後
、
報

告
書（
写
真
添
付
）を
提
出
し
て
い
た
だ

募 集

平
成
23
年
度「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

参
加
団
体
募
集

き
ま
す
。

・

４
月
25
日（
月
）（
当
日
消
印
有

効
）ま
で
に
、
社
会
教
育
課（
役
場
行

政
棟
４
階
）、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
、
社
会
教
育
課
生
涯
学
習

担
当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海

３
‐
７
‐
１ 

内
線
１
４
２
５ 

282
局

７
９
４
４ 

syakaikyouiku@
vill.

tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。※
申
込
書
は
、村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

（
15
人
）

内
容
▼
研
修
生
と
協
議
し
な
が
ら
決
定
し

ま
す
。
※
昨
年
度
は
、
安
全
な
農
作
物

に
つ
い
て･

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
で
き

る
こ
と･

ご
近
所
づ
き
あ
い
の
大
切
さ･

ご
み
の
行
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

・

４
月
25
日（
月
）ま
で
に
、
自
治
推

進
課
ハ
ー
モ
ニ
ー･

交
流
担
当（
内
線

１
３
４
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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東
海
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総
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〒
３
１
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‐
１
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９
２　

那
珂
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東
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村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
４
月
10
日
号

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

貞
享
３（
１
６
８
６
）年
の「
船
場
村
寅
御
年
貢
可
納
取

付
之
事
」（
小
泉
喜
働
家
文
書
）と
い
う
史
料
に「
田
拾
八

石
四
斗
八
升
三
合　

四
つ
四
分
取　

米
ニ
而
可
納
」「
畑

九
拾
五
石
七
斗
六
升　

四
つ
九
分
取　

弐
石
五
斗
代　

金
ニ
而
可
納
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
船
場
村

が
こ
の
年
に
納
め
る
べ
き
本
年
貢
を
記
し
た
も
の
で
す
。

本
年
貢
と
は
田
畑
に
賦
課
さ
れ
る
年
貢
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
船
場
村
の
田
の
年
貢
率
は
生
産
量
の
44
％（
四
つ

四
分
取
）、
畑
は
49
％（
四
つ
九
分
取
）で
あ
っ
た
こ
と
、

田
の
本
年
貢
は
米
納
、
畑
は
貨
幣
納（
２
石
５
斗
に
つ

き
１
両
）で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
に

計
算
し
て
み
る
と
田
か
ら
は
８
石
３
斗
８
合
余
の
米
が
、

畑
か
ら
は
18
両
余
の
貨
幣
が
徴
収
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
水
戸
藩
に
は「
十
二
の
延

べ
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、
年
貢
米
は

２
割
増
し
で
納
め
る
の
が
原
則
で
し

た
。
そ
う
す
る
と
船
場
村
の
年
貢
米

は
９
石
７
斗
５
升
９
合
余
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
年
貢
を
輸

送
す
る
と
き
の
諸
経
費
と
い
う
名
目

で
、
田
か
ら
は「
口く

ち
ま
い米
」（
米
１
石
に
つ

き
３
升
）、
畑
か
ら
は「
口く

ち
ぜ
に銭

」（
鐚び

た

１
貫
文
に
つ
き
30
文
）

が
徴
収
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
水
戸
藩
に
は「
三さ

ん
ざ
っ
こ
く
き
り
か
え

雑
穀
切
返
し
」と
い
う
制
度
も

あ
り
ま
し
た
。
三
雑
穀
と
は
大
豆･

稗ひ
え･

荏え（
荏え

ご

ま

胡
麻
）の
こ

と
で
、畑
高
１
０
０
石
に
つ
き
大
豆
は
５
石
、稗
は
３
石
、

荏
は
１
石
２
斗
が
徴
収
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て「
税ぜ

い
ほ
う
し
こ
う

法
私
考
」と
い
う
書
物
に
は「
出
来
秋
の
直ね

だ

ん段
賤や

す

き

時
に
代
方
金
の
内
に
て
御
買
上
げ
、
来
春
に
至
り
直
段

貴た
か

く
な
り
た
る
時
其
直
段
に
て
納
さ
す
る
事
」と
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
値
段
が
安
い
秋
に
三
雑
穀
を
藩
が
買
い
上

げ
、
高
値
と
な
る
春
に
そ
の
時
の
値
段
で
納
め
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
、
そ
の
差
額
が
藩
の
収
益
に
な
り
ま
し

た
。
先
に
掲
げ
た
船
場
村
の
史
料
に
よ
れ

ば
三
雑
穀
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
交
換
率
で

貨
幣
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
水
戸
藩
は「
浮う

き
や
く役
」と
称

し
て
農
業
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
収
益
か

ら
も
税
を
徴
収
し
ま
し
た
。
年
貢
や
諸

役
は
水
戸
藩
を
は
じ
め
領
主
財
政
の
根

本
を
支
え
る
も
の
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
名
目
で
年
貢
や
諸
役
を
徴
収
さ
れ
た

農
民
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

並
木　

克
央

水
戸
藩
の
年
貢･

諸
役

「船場村寅御年貢可納取付之事」
一部抜粋（小泉喜働家文書）

ちびっこ
美術館

ぶらんこ
幼稚園でぶらんこに乗っていると

ころを描いてくれた美来ちゃん（５
歳）。「高くこいでも怖くないよ！」
と元気いっぱいです。その場でブ
リッジも披露してくれた美来ちゃん
――身軽な体の持ち主のようです。

●
ちゃん遠

えんどう

藤美
み く

来
舟石川
幼稚園

▼「わが家の子育て奮戦記」は広報とうかい
（お知らせ版）３月25日号に掲載を予定
していた「ふるさと歴訪」に変更します。

︻
表
紙
の
写
真
︼

　

被
災
に
よ
り
、
村
内
の
道
路･

上
下
水
道
等
に
も

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
復
旧
の
た
め
に

東
海
村
建
設
業
協
同
組
合
の
方
々
そ
し
て
東
海
村
指

定
管
工
事
業
協
同
組
合
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
連

日
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


